


ゆびさしくんの業務は真実をゆびさすこと

おお　突然本質を　問いかけられるでありますな。　

　 　　う。図星でありまする。最近自らの立脚点が　ぶれておりますよ。そうだ！こんなと

きは・・・



というわけで　ばら園にやって来ました　

美しい花たちに　囲まれて　自らを見つめなおすでありますよっ！　　

しゅたっ！ 　

　　

　　　　　　　　　　　　　　しゅたっ！！ 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おう。バラさんも微笑んで　くれております。



BUではありますまいか？bu,bu.

 重箱よみでありますかっ！リキチさまbuでは？  gunbuでは？トシヨシさま？

　 　　　　　　　　　　　　まいっか素敵でありまするから。　 　　　　　　　　　





美しき花はしおれ方も豪勢でありますな

よき時はもちろんのこと 　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　朽ちていくのもゴージャスで　あります。　

　 　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　こちらは　キャベツでありますな。　　

　 　　　　　　　



棘トゲもいろいろ

バラの棘も　変化にとんでおります。　

　　　　　　　　 　　　　　

どの棘になら　チクられてもいいで　ありましょうや？

どうせなら　 　

赤き美しき　このトゲトゲで・・・　え？ち、違うであります！バラの枝で　おしり叩かれる想

像

などしておりませぬっ　だだ、断じて　そんな　妄想は・・・



心のなかで　お手紙します　

ぎょへ！！ああたは　それを　登るでありますか？！　

　 　 　

ああたは、灯くんでありますな。なに？トレーニング？ああたの活躍は灯くんシリーズで見れま

すな。　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　バラにお礼状だしたいでありますが　これでは郵便やさんが・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まいっか　心の中で出しまする

。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　（おしまい）
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